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Abstract: While the invention of the piano in 1709 represented a structural advance, its design 
evolved through repeated improvements over the years, particularly during the time of Beethoven. 
Later, improvements continued in aspects such as range, volume, lightness of key touch, and pedals, 
so that by the time of Liszt the piano largely had taken on the same style as that of today’s instrument. 
A wide range of studies and efforts are underway today concerning matters such as the structures 
and materials of pianos.
Together with advances in the piano, piano music too has been mass produced by composers, and a 
very large number of musicians have played the instrument. The performance of works arranged for the 
piano is one form of piano performance. Arrangement refers to modifying a work of music originally 
optimized for one style of performance to another.
When performing works of orchestral music on the piano, even more than the effort of reading music 
from a score consisting of multiple levels, the ability to perform a score arranged for solo piano enables 
the player to grasp an overview of the work as a whole and to experience fully the joy of musical 
expression. The piano possesses the same range as the musical instruments of an orchestra, and it is 
capable of expressing even the fine details of chords and harmony as a solo instrument. It can be 
considered that a score suitable to such aspects would be very useful in learning music.
There are various techniques for arranging music. Unfortunately, those who would like to try playing 
orchestral works on the piano often are scared away by the difficulty of performing them. This led us to 
consider the possibility of arranging such works so that even beginning piano players could enjoy per-
forming them.
Looking at the subject of the first movement of Beethoven’s Symphony no. 5 in C minor, op. 67, this 
paper considers a technique for arranging orchestral works for solo piano performance through practice 



















本論文では，ベートーヴェン交響曲第 5番『運命』ハ短調作品 67第 1楽章を題材として，演奏者側
からの視点による編曲に主眼を置き，レヴェル別による編曲の実践を通して，管弦楽作品をピアノ独奏
用に編曲する技法について論じる。
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トーヴェン交響曲第 5番第 1楽章冒頭から 21小節目までの 3者の編曲と，その比較表を示す（譜例 1・2・3，表 1）。












































































































































































127小節を 3小節に縮小した。提示部で述べた 300–302の箇所である。そして，303の動機を 398の動機と置き
換え，コーダの中枢部分へと移るようにした。
d）コーダ（374–502）



















































3) オクターヴ：完全 8度音程。2音間で振動数が 2:1である音程。きわめてよく協和し，同音であるような印象を与え
る。
4) 平均律：近似的な音程を平均して実用的に簡便なものとした音律。オクターヴを等分割し，そのひとつを単位とし
てそれぞれの音程に適当な単位数が与えられる方式の類で，等分平均律と呼ばれる。通常はこの類を指して平均律
ということが多い。
5) ヴォーカル・スコア：オペラやオラトリオなどで，歌手や指揮者が使うのに便利なように，管弦楽の部分をピアノ
に編曲し，各声部を区分して書いた声楽パート用の楽譜。
6) 変奏曲：ある主題を設定し，それをさまざまに変形する技法を「変奏」といい，主題といくつかの変奏から成る曲
を「変奏曲」という。
7) 採譜：本来記譜されていない音楽を楽譜にとること。本来どうあるべきかを簡略に記す規範的な書法と，演奏され
たままを綿密に記す記述的な書法とがある。
8) アルス・ノヴァ：本来「新しい技法」を意味し，1320年頃にフランスの音楽理論家フィリップ・ド・ヴィトリ
（Philippe de Vitry）の理論書の表題として掲げられた。新しい技法とは，記譜法に関するものである。
9) プロテスタント音楽：ローマ・カトリック教会，ハリストス正教会などの古い教派以外の 16世紀以後おこった諸教
派の音楽。中核は信徒の賛美歌であるが，典礼書を用いる教派の大教会，大学礼拝堂など音楽施設が整ったところ
には必ず聖歌隊があり，信徒の歌唱を助け，合わせて高度の楽曲を歌う。最も音楽を重視するのはルーテル教会で，
ローマ・カトリック教会のミサに該当する聖晩餐式を盛大に行う時には，カンタータ，賛美歌や聖書の詞句を歌詞
とするモテットを，キリエ以下のミサの典礼文の外国語訳に併せて聖歌隊に合唱させる。
10) コラール：一般にはドイツ・プロテスタント教会の賛美歌をさす用語として用いられているが，それは現代英語の
choraleにならったものであって，本来的には，グレゴリオ聖歌も含めた広い意味での聖歌なり教会をさす用語で
あった。
11) バロック時代：およそ 1600–1750年の間のヨーロッパの芸術音楽に対する様式概念。
12) 古典派：バロック時代とロマン派の間に位置し，18世紀半ばから 19世紀初頭に及ぶ音楽活動。
13) ロマン派：19世紀初頭のドイツのイェーナは，そこの大学にいた哲学者フィヒテの影響を受け，ドイツロマン主義
の文芸思潮の中心地であった。19世紀の大半のヨーロッパを覆った文芸上の新思潮は，音楽を含む諸芸術の領域に
もこれに対応する傾向が現れた。
14) トレモロ：ピアノのトレモロは弦楽器の模倣で，8度，または 5度，3度のような音程を急速に反復するもの。
15) ユニゾン：いくつかの人声，いくつかの楽器あるいはオーケストラ全体が，同じ音あるいは同じ旋律を奏すること。
厳格に同じ高さの音の時も，異なったオクターヴにわたる時もある。
16) テヌート：音符の表す長さを十分に保って演奏すること。
17) スタッカート：音を明瞭に分離して弾くこと。
18) レジスター：幾段もの弦を様々に組み合わせたり，単独の弦を並んで鳴らしたりするための装置。
19) イギリス式アクション：鍵盤の後端の運動がハンマーの柄の根元を突き上げる方式。力強い音が出せるのが特徴で
ある。
20) レガート：音の間に切れ目を感じさせないように演奏すること。
21) ポルタメント：ひとつの音から他の音へ音程を運ぶ時，跳躍的音階的でなく，非常に滑らかに演奏すること。
（以上，新音楽辞典　楽語，音楽之友社，1980）
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